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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成22年２月12日に提出いたしました第６期第３四半期(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)四半期

報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　(2) 生命保険会社３社（単体）に関する事項

　　　②財政状態

　　　　大同生命保険株式会社

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第２ 【事業の状況】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(2) 生命保険会社３社（単体）に関する事項

②財政状態

　大同生命保険株式会社

（訂正前）

当第３四半期末の総資産は5兆4,545億円（前事業年度末比0.3％減）となりました。

主な資産構成は、公社債を中心とする有価証券3兆9,503億円（同12.2％増）、貸付金7,732億円（同3.5％

減）、買入金銭債権2,052億円（同31.1％減）、有形固定資産1,390億円（同1.2％減）、コールローン1,113億

円（同59.5％減）であります。

負債の部合計は5兆1,440億円（同2.7％減）となりました。その大部分を占める保険契約準備金は4兆9,693

億円（同2.7％減）となっております。

純資産の部合計は3,104億円（同67.0％増）となりました。純資産の部中、その他有価証券評価差額金は289

億円（前事業年度末は△860億円）となっております。

ソルベンシー・マージン比率は1,072.5％（前事業年度末は823.4％）となりました。また、実質純資産は

5,842億円（前事業年度末は4,479億円）となりました。

　　（以下略）

 

 

（訂正後）

当第３四半期末の総資産は5兆4,545億円（前事業年度末比0.3％減）となりました。

主な資産構成は、公社債を中心とする有価証券3兆9,503億円（同12.2％増）、貸付金7,732億円（同3.5％

減）、買入金銭債権2,052億円（同31.1％減）、有形固定資産1,390億円（同1.2％減）、コールローン1,113億

円（同59.5％減）であります。

負債の部合計は5兆1,440億円（同2.7％減）となりました。その大部分を占める保険契約準備金は4兆9,693

億円（同2.7％減）となっております。

純資産の部合計は3,104億円（同67.0％増）となりました。純資産の部中、その他有価証券評価差額金は289

億円（前事業年度末は△860億円）となっております。

ソルベンシー・マージン比率は1,068.7％（前事業年度末は820.7％）となりました。また、実質純資産は

5,819億円（前事業年度末は4,462億円）となりました。

（以下略）
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